
 

 

 

 

 

 

 

 

 
     

     

 

 

 

 

 

 

 

   

 

〔写真１〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

                    

                     

                     

 

 

 

48 

ⒸNaganoCityArchives 

2022 
Winter 
 
 

令和  
 

４年(2022 年)1 月 20 日  ●発行：長野市公文書館 
 

 市内中学生 職場体験学習 
犀陵中学校 2 年生５名の皆さんが、10 月 20～ 

22 日の 3 日間、長野市公文書館で職場体験学習 

を行いました。今回はその様子をお伝えします。 

 
中学生の皆さんにとって、公文書館はあまり馴染みのない施設であり、はじめの内はどんな仕事を体験するのだ

ろうといった不安や緊張の様子も伺えましたが、公文書館紹介のスライドを見たり館内に所蔵されているたくさん

の文書を見学したりすることを通して、当館の役割や仕事の内容を理解してもらうことができました。また、長野

市公文書館が制作した DVD 作品『ふるさと長野～カイブ君の歴史探訪～』の視聴や、専門主事や文書調査員の指

導による「古文書修復作業」「古文書の解読」などの作業体験に熱心に取り組む中で、「仕事に携わること」の大変

さやおもしろさ、やりがいなどを感じてもらえたのではないかと思います。生徒の皆さんにとっても私たち職員にと

っても、とても有意義な３日間となりました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

〈
館
長
の
話
と 

公
文
書
館
紹
介
ス
ラ
イ
ド
の
視
聴
〉 

 歴史を残すということは、とても意味があって大切な仕 

事だということが分かりました。また、公文書館の歴史や 

活動について知れたので、これからは親しみをもって地域 

の一員として積極的に接していきたいです。 

※    内は生徒の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〈下張り文書の修復〉 

～襖の下に幾重にも貼られていた古文書は、汚れたり破れて

しまったりしているため、「丁寧に水洗いする」「和紙で裏

打ちする」などの修復作業を行います～ 

 
のりでくっついているところをはがすのは、体力も使う 

し集中力も途中で切れそうになったけど、仕事のやりが 

いを感じることができてよかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 長野がかなり昔から存在し、国の中でも割と重要な 

場所であったことが分かった。古文書や地図一枚を完璧 

に保存していた。古文書をきっちりと番号に分けて保存 

していることが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈
館
内
見
学
〉 

～
保
存
文
書
を
実
際
に
手
に
取
っ
て 

み
ま
し
た
～ 

〈
古
文
書
の
学
習
・
解
読
〉 

 

～
昔
の
人
の
書
い
た
見
慣
れ
な
い
崩
字 

を
苦
労
し
て
解
読
し
、
そ
の
内
容
に 

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
～ 

難しかったけど、ヒントをもらって解けてうれしかっ 

た。解読した古文書から、歴史を学ぶことができた。古 

文書は歴史を知るための資料になることが分かった。 

地元に文書保存の役割を担う施設があることを、若い 

世代に知ってもらうことができ嬉しく思うと共に、今

後はぜひ保存資料を利用してほしいと願っています。 



 

 

 

                      

 

  

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

                             

  

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【公開資料】長野県庁文書 15 点、上野家文書 200 点、長野市

役所非現用文書 678 点、図書目録更新 64 点 

【活動記録】10/20～22 犀陵中学校職場体験学習、10/27 清泉  

女学院大学生視察、11/1 学習院大学大学院生視察、11/12 

県立歴史館文化財保護講習会講師、11/18・19 全史協全国 

(高知)大会オンライン参加、11/25 市立長野高校選択授業 

                                長野市公文書館便り第 48号        令和 4年 1月 20日 

  

長野市公文書館 
所 在 地 〒380-0928 長野市若里六丁目６－２ 長野市若里分室内 

電 話 ０２６－２２４－０７０１  Ｆ Ａ Ｘ ０２６－２２４－０７０２    

Ｈ Ｐ http://www.city.nagano.nagano.jp/naganoarchives/ 又は  長野市公文書館 で検索 

E - m a i l shomu-9@city.nagano.lg.jp 

開館時間 午前 9 時から午後 5 時（閲覧申込みは午後 4 時 30 分まで） 

休 館 日 土曜日・国民の祝日に関する法律に規定する休日 年末年始（12月29日～1月 3 日） 

 

『市誌研究ながの』28 号絶賛発売中！ 

 

今
年
度
の
講
演
会
・パ
ネ
ル
展
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防 

止
の
た
め
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

価格 1,700 円(税込)  

 

高校生・大学生・一般の方も見学や学習に来館 

コロナ感染拡大が少し落ち着きを見せる中、10 月 27

日には清泉女学院大学（写真上）、11 月１日には学習院大

学大学院（写真下）の学生や職員の皆さんが、視察に訪れ

ました。当館の担っている役割をベースに、受入文書の種

類や受入方法、整理、保存、公開の現状等について、話や

スライド、実際の見学を通して紹介しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 25 日は長野市立長野高校の「ながのろじー」の 

授業の一貫として、授業を選択している生徒の皆さんと

地域の方が公文書館を訪問されました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 質疑では、災害時の対応や保管スペースの問題など、 

課題だと思われることについての質問もいただきました。 

http://www.city.nagano.nagano.jp/naganoarchives/

